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果，活性化・増殖してきたリンパ球であり，甲状腺内で実際に effector cell として働き，結果として甲
状腺上皮細胞を刺激したり(パセドウ病)，破壊したり(橋本病)していると考えられているからであ











Percoll 既成自己形成比重勾配(1.054， 20, 000 X g, 15min., 4 C) に上記甲状腺リンパ球分画を重層





パ球分画を重層遠心 (400Xg， 30min. , 4 C) し，パセドウ病のリンパ球分画を得た。以上の方法で得
られた甲状腺および末梢血リンパ球のサブセットを CD 3 , C D 4 , C D 8 , C D19 , C D57および
HLA-DR (DR) に対する FITC または phycoerythrin (P E) 標識モノクローナル抗体を用い，





を加えて，二段階比重勾配を作成した。この三段階比重遠心法によりパセドウ病甲状腺組織 1 g 当
たり 0.1-17.7X10 5 個の単核球が65.3-95.0%の純度で得られた。
2. パセドウ病甲状腺浸潤リンパ球のサブセット解析;通常のリンパ球分画に用いる gate window に
加えて，活性化した大型リンパ球をも含む拡大 gate window を用いてリンパ球を解析した。甲状
腺内では，末梢血に比し CD3 +細胞(%)の減少および DR+ 細胞(%)の著増がみられたが，
CD 4 +, CD 8 +, CD57+, CD19+，の各細胞(%)には有意差はなかった。しかし，拡大 gatewinｭ
dow による解析では，甲状腺内 CD4 +細胞(%)と DR+ 細胞(%)の増加がみられた。
3. 橋本病甲状腺浸潤リンパ球のサブセット解析; Two-color flow cytometry により CD3 +, CD 4 +, 
CD8 +および CD57+細胞における活性化 (DR+) 細胞の比率を測定した。末梢血では，健常人に
比し， DR+ 細胞(%)が増加しており， CD 3 +, CD 4 +，および CD57+ 細胞の DR陽性率の増加
がみられた。甲状腺内では，末梢血に比し CD3 +細胞(%)の減少および DR+ 細胞(%)の著増






2. パセドウ病甲状腺では，末梢血に比し， CD 3 +T 細胞(%)の減少および DR+ 細胞 (B細胞およ
び活性化T リンパ球) (%)の著増がみられた。そして，細胞の大型化が CD 4 + helper /inducer 
T 細胞でみられ，その活性化が示唆された。
3. 橋本病甲状腺でも，末梢血に比し， CD 3 +T 細胞(%)の減少および DR+ 細胞(%)の著増がみ






析を行い，パセドウ病ではへルパー/インデューサー CD4 +T リンパ球の活性化を明らかにした。一
方橋本病甲状腺組織内では CD8 +T リンパ球の浸潤の存在を明らかにした。以上本論文は医学博士の
学位を授与するに値する重要な研究と考えるO
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